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発芽から開花、種子成熟までの生活環を一つ所でおこなう陸上植物は、水、光、温度など周

囲の環境の変化を敏感に感知し応答する仕組みを備えている。環境の変化に適切に応答するた

め、内在性のシグナル分子である植物ホルモンが重要な役割を担っており、環境シグナルと植

物ホルモンが複雑に統合され、植物の生長、発達およびストレス応答が制御されている。水は

生物に必須であり、植物では植物ホルモンのアブシシン酸（ABA）が乾燥などの水分欠乏時の

ストレスシグナルとして重要な役割を持つ。これまでモデル植物シロイヌナズナを中心とした

遺伝学的、分子生物学的解析から、ABAの受容、シグナル伝達の主要因子が明らかにされてき

た。しかし、一つのホルモンにより制御される複雑なシグナル伝達ネットワークの全貌につい

てはあまり理解が進んでいない。

本セミナーでは、植物分野における質量分析装置を用いたオミクス解析の現状を紹介する目

的で、最近おこなったABA受容体形質転換体のマルチオミクス解析（プロテオーム解析、リン

酸化プロテオーム解析およびメタボローム解析）の結果を発表する。また、最先端のイメージ

ング質量分析について話題提供したい。

ーイントロダクション（基礎生物学研究所について）ー
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当研究所と連携協定を結んでいる基礎生物学研究所の吉田拓也先生に植物を用いた最新のタン
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